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プラスチックの置かれた状況
 環境対応が企業にとっても経営方針そのもの（生存要件、企業価値を高めるもの）になってきた。
 プラスチックごみ問題については、これまでも日本では官民連携しながら成果を出してきた。
 新しい法制度も施行され、新しい社会システムに向けたイノベーションが必須に。
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経営方針

▶ 今年４月施行のプラ資源循環法
プラスチックの強み
• 加工しやすい（可塑性）
• 軽い 比重0.9～1.4（ガラス2.5、アルミ2.7）
• 摩耗しにくい
• 水や油、薬品に腐食しにくい
• 複合化しやすい（多層フィルム、セルロース複合）
• 着色しやすい
• 安価

プラスチックの弱み
• 燃えやすい（難燃剤）
• UVに弱い（紫外線吸収剤） 添加剤で解決
• 帯電しやすい（帯電防止剤）

リサイクルしにくい本質的な課題が顕在化

（例）容器包装

 様々な形状
ボトル/チューブ/袋/瓶

 輸送・保管
 内容物保護

水分/酸素/香料バリア
 加飾性
 大量生産

複雑な構成で様々な機能を発現
➡ PET飲料のみ共通仕様＆回収BOXで成果



3

プラスチックごみ問題に係る欧米の動き
 欧米では有力企業を中心に具体的なルール作りの動きが出ているなど、サーキュラーエコノミーの動きが加速。

EU「サーキュラーエコノミーパッケージ」
2015/12
持続可能な経済成長を促進し、新たな雇⽤を生む

EU「プラスチック戦略」
2018/1
2030年までにEU域内における全てのプラスチック包装
材をリユースまたはリサイクルすることを目指す

EU「新サーキュラーエコノミー行動計画」
2020/３
遅くても2050年までに、カーボンニュートラルで環境的に
持続可能なサーキュラーエコノミーを達成する

EU「使い捨てプラスチック流通禁止指令」
2021/7施行
綿棒の軸、カトラリー、皿、ストロー、マドラーなど使い捨
て使い捨てプラスチックを禁止

GB「プラスチック製包装税」
2022/4施行
0.2ポンド/キロで課税、30％以上の再生プラスチック使
⽤で非課税

出典：コンシュマー・グッズ・フォーラム_ホームページ
ザ・コンシューマー・グッズ・フォーラムは、グローバルな消費財流通業界のネットワーク
・・・世界70か国から400社を超えるリテーラー、メーカー、関連企業のCEOや経営者
が集まり ・・・会員企業の売上総額は3.5兆ユーロ、リテーラーとメーカーの直接雇⽤
数は1千万人、さらにバリューチェーン全体における関連雇⽤数は推定で9千万人

https://www.theconsumergoodsforum.com/
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サーキュラーエコノミーへのCLOMAのアプローチ
 海洋プラスチックごみ問題のないサステナブルな社会作りの一翼を担うことを目指し、わが国の産業界が有するプラスチックに関す

る知見と技術を業種業界の壁を超えた企業間連携を通じて集約し、プラスチックを極限まで有効利⽤する社会づくりを主導す
る。

リニアエコノミー
＜例：プラリサイクル25％＞

サーキュラエコノミー
＜例：プラリサイクル100％＞

＜現状＞

2022/4 ・・・2030 ・・・2050

＜理想像＞

持続可能性 バックキャスト

理想像を描くための視点案
●サステナブルなライフスタイル

購入、使⽤、廃棄・・・
●リサイクルを前提とした
・素材
・製品設計・製造方法
・販売方法・物流
・廃棄・回収方法

シナリオプランニング

早期に高レベルへの到達を目指す

＜改善・積上＞

・分別回収の高度化
・マテリサ/ケミリサ最適化
・代替素材の活⽤

・CO2排出量
・石化バイオ比率
・リサイクル率
・水使用量

・生物多様性への影響
・食品ロス低減
・雇用創出
・消費者ベネフィット
・企業インセンティブ

・高齢者の社会性維持
・子供たちの教育機会
・世代間交流
・地域活性化 社会システムのイノベーション

多様な技術・ビジネスモデル
によるアプローチ
＋消費者の行動変容
＋制度によるサポート
＋DXプラットホーム



未来デザインタスクフォースとSIP推進チームの設置
 CLOMAでは、2019年の発足以降、企業同士の個々の協業や連携など、各所・各技術の課題に個別にアプローチをしてきた。

こうした取組を軸に、現状の延長にとどまらず、もう１段推進力のギアを上げるため、CLOMA内に若手メンバーを中心に未来デ
ザインTFを立上げ。（約１年間の時限組織）

 これまでの取組の中で得られた個々の成果や課題も踏まえて、再度、プラ資源循環システムのあるべき将来像を描き、そこから
バックキャストでCLOMAの在り方を改めて検討する。そのうえで、既に取組を進めているWG等の取組とも連携し、新たなコスト
構造も検討しつつ、今後の新市場、新ビジネスモデル、ビジネスチャンスにもつなげる。

 こうした取組のさらなる後押しに国の施策（SIP等）も活⽤し、上流・下流／業種横断的／産学官などの多様なプレイヤーで
構成するCLOMAという枠組みを活かしたより一層の取組を推進する。

■ SIP推進チーム■ CLOMA運営体制
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資源循環、CNに向けた取組のさらなる加速に向けて

 既存システムの延長線上ではない、新しい概念、日本におけるプラスチック資源循環の未来像を考え
ていかないといけない。

 製品設計の段階から工夫をし、サプライチェーンのそれぞれの部分で循環の役割を検討・推進していく
必要がある。

 多様性で価値を志向する動脈、多様化した廃棄物を処理する静脈の連動、併せて、最初から静脈
を意識した素材設計、製品設計、経済性を担保するための循環量の確保が重要となる。

 企業・工業会、政府・自治体等の連携も必須。例えば、シェアを持つ大手がしっかりとスクラムを組み、
協力すれば一気に状況は変わる。行動変容という視点から広報、消費者コミュニケーション機能の強
化も必須となる。

 社会的価値（再生プラについては価値を認めること）をコスト化。その過程において、それらを各セク
ターで分担すること。ビジネス連動、付加価値創出を軸とした取組を。

 掛け声だけではなく、具体的な成功事例を示していく。それを広く横展開し、社会システムのイノベー
ションにつなげていく。
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